
底
上
げ
に
つ
な
が
る
こ
と
も
言
う
ま
で
も
な
い
。『
戦
後
『
中
央

公
論
』
と
「
風
流
夢
譚
」
事
件
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
一

三
年
）
か
ら
続
く
戦
後
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
洗
い
出
し
の
さ
ら

な
る
進
展
を
期
待
し
た
い
。 

  
                                        

               

 
(

一) 

「
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ 

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
と
は
」（
一
般
社
団
法
人
日
本
新
聞
協
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
） 

https://newspark.jp/contents/happynews/about/ 

＝
二
〇
二
〇
年
一
月
二

日
閲
覧 

(

二) 

『
新
聞
協
会
報
』
日
本
新
聞
協
会
、
二
〇
二
〇
年
一
月
一
日
付
。 

(

三) 

日
本
Ａ
Ｂ
Ｃ
協
会
の
デ
ー
タ
を
引
用
し
て
い
る
読
売
新
聞
広
告
局
『
読
売
新
聞
メ

デ
ィ
ア
デ
ー
タ
二
〇
二
〇
』
に
よ
る
と
、
二
〇
一
九
年
一
―
六
月
平
均
の
全
国
版
朝
刊

発
行
部
数
は
『
読
売
』
が
八
〇
九
万
九
四
四
五
部
、『
朝
日
』
が
五
五
七
万
九
三
九
八

部
、『
毎
日
』
が
二
四
三
万
五
六
四
七
部
。 

https://adv.yomiuri.co.jp/download/PDF/mediakit/general/mediadata

2020/mediadata2020.pdf 

＝
二
〇
二
〇
年
一
月
十
日
閲
覧 

(

四) 

『
デ
ス
ク
日
記
』
全
五
巻
は
、
ペ
ン
ネ
ー
ム
小
和
田
次
郎
名
義
で
一
九
六
五
─
六

九
年
に
か
け
み
す
ず
書
房
か
ら
出
版
さ
れ
た 

(

五) 

『
時
事
評
論
』
時
事
評
論
社
、
一
九
一
〇
年
四
月
号
、
二
五
頁
。 

(

六) 

岡
満
男
『
大
阪
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
』
大
阪
書
籍
、
一
九
八
七
年
、
八
三
頁
。 

(

七) 

山
本
武
利
『
新
聞
と
民
衆
─
日
本
型
新
聞
の
形
成
過
程
』
紀
伊
國
屋
書
店
、
一
九

七
三
年
、
一
〇
〇
頁
。 

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
実
践
と
し
て
の
「8.15

」
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー 

―
崔
銀
姫
著
『「
反
日
」
と
「
反
共
」：
戦
後
韓
国
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
言
説
と
そ
の
変
容
』
― 趙

相
宇 

   
 
 

一 

は
じ
め
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

韓
国
社
会
の
主
要
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
言
説
と
は
何
で
、
そ

の
中
で
韓
国
社
会
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
い

か
に
構
築
さ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
い
は
一
見
、
日

本
社
会
と
は
何
ら
関
係
の
な
い
も
の
に
見
え
る
。
韓
国
社
会
の

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
問
題
を
、
な
ぜ
日
本
で
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
、
と
い
う
疑
問
も
浮
か
ん
で
く
る
に
違
い
な
い
。 

 

し
か
し
、
し
ば
し
ば
韓
国
社
会
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
表
す

主
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
「
反
日
」
や
「
反
共
」
と
い
う
言

葉
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
、
韓
国
社
会
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
日
本
に
よ
る
植
民
地
支
配
や
冷
戦
構
造

に
お
け
る
日
米
韓
協
力
体
制
の
中
で
構
築
さ
れ
て
き
た
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い(

一)

。
特
に
、
日
本
以
外
に
八
月
一
五
日
を

公
式
な
「
終
戦
日
」
と
し
て
い
る
の
は
、
韓
国
と
北
朝
鮮
の
み

で
あ
る
と
い
う
佐
藤
卓
己
の
指
摘
が
あ
る
よ
う
に(

二)

、
と
り
わ

け
韓
国
社
会
に
お
け
る
八
月
一
五
日
と
い
う
日
付（
＝
光
復
節
）

を
考
察
す
る
こ
と
は
同
時
代
の
日
本
社
会
の
こ
と
を
韓
国
社
会

の
視
点
か
ら
考
え
る
上
で
欠
か
せ
な
い
問
題
で
あ
る
。 

 

本
稿
で
取
り
上
げ
る
崔
銀
姫
著
『「
反
日
」
と
「
反
共
」：
戦

後
韓
国
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
言
説
と
そ
の
変
容
』
は
、

韓
国
の
主
要
な
放
送
局
の
一
つ
で
あ
るKBS

が
戦
後
に
制
作

し
て
き
た
「8.15

＝
光
復
節
」
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
シ
リ
ー
ズ

を
バ
フ
チ
ン
の
「
対
話
」
と
い
う
視
座
か
ら
分
析
し
、
主
要
な
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イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
装
置
で
あ
っ
た
光
復
節
特
集
の
内
実
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
試
み
た
著
作
で
あ
る
。
タ
イ
ト
ル
か
ら
わ
か
る

よ
う
に
、
著
者
は
「
反
日
」
や
「
反
共
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド

を
中
心
に
こ
れ
ら
の
言
説
が
含
意
す
る
「
他
者
性
」
を
国
内
や

国
際
的
な
動
向
に
位
置
付
け
な
が
ら
そ
の
内
実
を
具
体
的
に
示

し
、
韓
国
社
会
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
実
践
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。 

 

こ
れ
ま
で
韓
国
社
会
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
考
察
し
た
論
考

は
数
多
く
あ
っ
た
が
、
そ
の
主
要
な
実
践
の
一
つ
で
あ
っ
た
八

月
一
五
日
を
め
ぐ
る
メ
デ
ィ
ア
言
説
に
つ
い
て
通
時
的
に
ま
と

め
た
研
究
は
少
な
か
っ
た(

三)

。
そ
の
た
め
、
戦
後
一
貫
し
て
毎

年
の
よ
う
に
祝
わ
れ
た
八
月
一
五
日
を
め
ぐ
る
メ
デ
ィ
ア
言
説

や
そ
の
ア
ー
カ
イ
ブ
状
況
の
詳
細
は
依
然
と
し
て
不
明
な
ま
ま

で
あ
る
。
本
書
の
韓
国
社
会
に
お
け
る
八
月
一
五
日
を
め
ぐ
る

メ
デ
ィ
ア
言
説
の
詳
細
を
明
ら
か
に
す
る
作
業
は
、
韓
国
現
代

史
の
理
解
に
必
ず
あ
っ
て
然
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
、

そ
の
意
味
に
お
い
て
本
書
の
重
要
性
は
際
立
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
韓
国
の
現
代
史
が
植
民
地
支

配
や
冷
戦
構
造
に
巻
き
込
ま
れ
続
け
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
本

書
の
作
業
は
東
ア
ジ
ア
の
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
問
題
を
考
え
る

上
で
も
重
要
で
あ
る
。 

次
章
で
は
本
書
の
内
容
を
章
ご
と
に
要
約
し
、
本
稿
の
第
三

章
で
は
本
書
の
意
義
と
課
題
を
述
べ
る
。 

 

二 

本
書
の
要
約 

 

第
一
章 

様
々
な
「
反
植
民
地
支
配
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
（Anti 

-colonial 
Nationalism

）」:

「
前
景
」
と
し
て
の 

1940

〜1950

年
代 

  

植
民
地
解
放
前
後
や
そ
の
後
の
分
断
国
家
成
立
と
混
乱
の
中

で
、
韓
国
社
会
の
主
要
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
ど
の
よ
う
に
形

作
ら
れ
た
の
か
。
そ
し
て
、
こ
の
時
に
形
作
ら
れ
た
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
の
枠
組
み
は
、
そ
の
後
の
「8.15

特
輯
放
送
」
に
い
か

に
つ
な
が
っ
た
の
か
。
そ
の
「
連
続
」
と
「
屈
折
」
の
「
前
景
」

を
確
認
す
る
の
が
本
書
の
第
一
章
で
あ
る
。 

著
者
は
「
反
日
」
と
「
反
共
」
を
軸
に
①
「
反
日
」
と
「
反

共
」、
②
「
親
日
」
と
「
反
共
」、
③
「
反
日
」
と
「
親
共
」、
④

「
親
日
」
と
「
親
共
」
の
四
つ
の
領
域
を
提
示
し
、
植
民
地
解

放
前
後
に
関
わ
る
主
要
な
勢
力
や
そ
の
動
き
を
こ
う
し
た
枠
組

み
を
軸
に
し
て
考
察
し
て
い
る
。
植
民
地
解
放
前
後
の
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
の
主
要
な
担
い
手
が
具
体
的
に
ど
の
領
域
に
属
し
て

お
り
、
大
韓
民
国
の
樹
立
や
朝
鮮
戦
争
を
経
て
そ
れ
ら
が
い
か

に
変
化
す
る
か
を
示
し
た
の
で
あ
る
。 

植
民
地
支
配
下
に
お
け
る
「
反
植
民
地
支
配
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
」
の
主
要
な
担
い
手
を
こ
れ
ら
の
四
つ
の
領
域
に
当
て
は
め

る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
在
米
韓
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
中

心
と
す
る
エ
リ
ー
ト
知
識
人
が
中
心
と
な
っ
た
「
ブ
ル
ジ
ョ
ワ

民
族
主
義
者
」
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
や
、
上
海
・
重
慶
の
大
韓
民

国
臨
時
政
府
の
勢
力
は
「
反
日
」
と
「
反
共
」
を
中
心
と
す
る

領
域
①
に
あ
た
る
。
一
方
、
日
本
や
ロ
シ
ア
、
中
国
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
へ
留
学
や
移
住
し
て
い
た
人
た
ち
に
よ
る
初
期
の
共
産
主

義
者
グ
ル
ー
プ
は
「
反
日
」
と
「
親
共
」
を
中
心
と
す
る
領
域

③
に
あ
た
る
と
い
う
。 

植
民
地
解
放
後
、
領
域
①
の
中
心
的
な
人
物
で
あ
っ
た
李
承

晩
は
一
九
四
八
年
の
八
月
一
五
日
に
樹
立
し
た
大
韓
民
国
の
初

代
大
統
領
と
な
る
が
、
そ
の
政
治
路
線
は
米
軍
政
の
影
響
も
あ

っ
て
「
親
日
」
と
「
反
共
」
を
中
心
と
す
る
領
域
②
へ
と
移
行

し
た
。
李
承
晩
は
自
ら
の
支
持
基
盤
を
固
め
る
た
め
に
、「
親
日

派
」
と
言
わ
れ
た
従
来
の
勢
力
を
「
清
算
」
せ
ず
、
む
し
ろ
利

用
す
る
路
線
を
取
っ
た
。
ま
た
、
米
軍
政
の
主
導
の
下
、
日
本

帝
国
時
代
の
旧
行
政
組
織
や
警
察
組
織
の
復
元
を
行
う
と
と
も

に
共
産
主
義
者
へ
の
弾
圧
を
強
め
た
。
こ
う
し
た
「
反
共
」
体

制
は
、
朝
鮮
戦
争
に
よ
り
民
衆
に
も
多
く
の
犠
牲
者
が
出
た
こ

と
で
、
盤
石
の
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。「
反
共
＝
反
左

派
＝
反
北
朝
鮮
」
と
い
う
図
式
が
公
共
的
に
正
当
化
さ
れ
、
固

定
化
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
歴
史
的
背
景
が
「8.15

」
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
シ
リ
ー
ズ
の
中
で
い
か
に
「
連
続
」
し
、「
屈

折
」
し
て
い
く
の
か
が
本
書
の
第
二
章
以
降
の
内
容
で
あ
る
。 
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イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
装
置
で
あ
っ
た
光
復
節
特
集
の
内
実
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
試
み
た
著
作
で
あ
る
。
タ
イ
ト
ル
か
ら
わ
か
る

よ
う
に
、
著
者
は
「
反
日
」
や
「
反
共
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド

を
中
心
に
こ
れ
ら
の
言
説
が
含
意
す
る
「
他
者
性
」
を
国
内
や

国
際
的
な
動
向
に
位
置
付
け
な
が
ら
そ
の
内
実
を
具
体
的
に
示

し
、
韓
国
社
会
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
実
践
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。 

 

こ
れ
ま
で
韓
国
社
会
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
考
察
し
た
論
考

は
数
多
く
あ
っ
た
が
、
そ
の
主
要
な
実
践
の
一
つ
で
あ
っ
た
八

月
一
五
日
を
め
ぐ
る
メ
デ
ィ
ア
言
説
に
つ
い
て
通
時
的
に
ま
と

め
た
研
究
は
少
な
か
っ
た(

三)

。
そ
の
た
め
、
戦
後
一
貫
し
て
毎

年
の
よ
う
に
祝
わ
れ
た
八
月
一
五
日
を
め
ぐ
る
メ
デ
ィ
ア
言
説

や
そ
の
ア
ー
カ
イ
ブ
状
況
の
詳
細
は
依
然
と
し
て
不
明
な
ま
ま

で
あ
る
。
本
書
の
韓
国
社
会
に
お
け
る
八
月
一
五
日
を
め
ぐ
る

メ
デ
ィ
ア
言
説
の
詳
細
を
明
ら
か
に
す
る
作
業
は
、
韓
国
現
代

史
の
理
解
に
必
ず
あ
っ
て
然
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
、

そ
の
意
味
に
お
い
て
本
書
の
重
要
性
は
際
立
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
韓
国
の
現
代
史
が
植
民
地
支

配
や
冷
戦
構
造
に
巻
き
込
ま
れ
続
け
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
本

書
の
作
業
は
東
ア
ジ
ア
の
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
問
題
を
考
え
る

上
で
も
重
要
で
あ
る
。 

次
章
で
は
本
書
の
内
容
を
章
ご
と
に
要
約
し
、
本
稿
の
第
三

章
で
は
本
書
の
意
義
と
課
題
を
述
べ
る
。 

 

二 

本
書
の
要
約 

 

第
一
章 

様
々
な
「
反
植
民
地
支
配
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
（Anti 

-colonial 
Nationalism

）」:

「
前
景
」
と
し
て
の 

1940

〜1950

年
代 

  

植
民
地
解
放
前
後
や
そ
の
後
の
分
断
国
家
成
立
と
混
乱
の
中

で
、
韓
国
社
会
の
主
要
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
ど
の
よ
う
に
形

作
ら
れ
た
の
か
。
そ
し
て
、
こ
の
時
に
形
作
ら
れ
た
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
の
枠
組
み
は
、
そ
の
後
の
「8.15

特
輯
放
送
」
に
い
か

に
つ
な
が
っ
た
の
か
。
そ
の
「
連
続
」
と
「
屈
折
」
の
「
前
景
」

を
確
認
す
る
の
が
本
書
の
第
一
章
で
あ
る
。 

著
者
は
「
反
日
」
と
「
反
共
」
を
軸
に
①
「
反
日
」
と
「
反

共
」、
②
「
親
日
」
と
「
反
共
」、
③
「
反
日
」
と
「
親
共
」、
④

「
親
日
」
と
「
親
共
」
の
四
つ
の
領
域
を
提
示
し
、
植
民
地
解

放
前
後
に
関
わ
る
主
要
な
勢
力
や
そ
の
動
き
を
こ
う
し
た
枠
組

み
を
軸
に
し
て
考
察
し
て
い
る
。
植
民
地
解
放
前
後
の
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
の
主
要
な
担
い
手
が
具
体
的
に
ど
の
領
域
に
属
し
て

お
り
、
大
韓
民
国
の
樹
立
や
朝
鮮
戦
争
を
経
て
そ
れ
ら
が
い
か

に
変
化
す
る
か
を
示
し
た
の
で
あ
る
。 

植
民
地
支
配
下
に
お
け
る
「
反
植
民
地
支
配
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
」
の
主
要
な
担
い
手
を
こ
れ
ら
の
四
つ
の
領
域
に
当
て
は
め

る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
在
米
韓
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
中

心
と
す
る
エ
リ
ー
ト
知
識
人
が
中
心
と
な
っ
た
「
ブ
ル
ジ
ョ
ワ

民
族
主
義
者
」
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
や
、
上
海
・
重
慶
の
大
韓
民

国
臨
時
政
府
の
勢
力
は
「
反
日
」
と
「
反
共
」
を
中
心
と
す
る

領
域
①
に
あ
た
る
。
一
方
、
日
本
や
ロ
シ
ア
、
中
国
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
へ
留
学
や
移
住
し
て
い
た
人
た
ち
に
よ
る
初
期
の
共
産
主

義
者
グ
ル
ー
プ
は
「
反
日
」
と
「
親
共
」
を
中
心
と
す
る
領
域

③
に
あ
た
る
と
い
う
。 

植
民
地
解
放
後
、
領
域
①
の
中
心
的
な
人
物
で
あ
っ
た
李
承

晩
は
一
九
四
八
年
の
八
月
一
五
日
に
樹
立
し
た
大
韓
民
国
の
初

代
大
統
領
と
な
る
が
、
そ
の
政
治
路
線
は
米
軍
政
の
影
響
も
あ

っ
て
「
親
日
」
と
「
反
共
」
を
中
心
と
す
る
領
域
②
へ
と
移
行

し
た
。
李
承
晩
は
自
ら
の
支
持
基
盤
を
固
め
る
た
め
に
、「
親
日

派
」
と
言
わ
れ
た
従
来
の
勢
力
を
「
清
算
」
せ
ず
、
む
し
ろ
利

用
す
る
路
線
を
取
っ
た
。
ま
た
、
米
軍
政
の
主
導
の
下
、
日
本

帝
国
時
代
の
旧
行
政
組
織
や
警
察
組
織
の
復
元
を
行
う
と
と
も

に
共
産
主
義
者
へ
の
弾
圧
を
強
め
た
。
こ
う
し
た
「
反
共
」
体

制
は
、
朝
鮮
戦
争
に
よ
り
民
衆
に
も
多
く
の
犠
牲
者
が
出
た
こ

と
で
、
盤
石
の
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。「
反
共
＝
反
左

派
＝
反
北
朝
鮮
」
と
い
う
図
式
が
公
共
的
に
正
当
化
さ
れ
、
固

定
化
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
歴
史
的
背
景
が
「8.15

」
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
シ
リ
ー
ズ
の
中
で
い
か
に
「
連
続
」
し
、「
屈

折
」
し
て
い
く
の
か
が
本
書
の
第
二
章
以
降
の
内
容
で
あ
る
。 
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第
二
章 

「8.15

」
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
シ
リ
ー
ズ
と
初
期
の 

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
言
説
（1960

〜1970

年
代
） 

  

李
承
晩
政
権
は
、
度
重
な
る
不
正
の
末
に
、
一
九
六
〇
年
に

四
・
一
九
革
命
に
よ
っ
て
崩
壊
す
る
。
政
権
の
空
白
を
掌
握
し

た
の
は
、
五
・
一
六
軍
事
ク
ー
デ
タ
を
起
こ
し
た
朴
正
煕
を
中

心
と
す
る
軍
部
勢
力
で
あ
っ
た
。
朴
正
煕
を
中
心
と
す
る
軍
事

政
権
は
、新
聞
や
通
信
に
対
し
て
は
縮
小
の
方
針
を
取
っ
た
が
、

放
送
に
対
し
て
は
拡
大
の
方
針
を
と
り
、
い
わ
ゆ
る
革
命
政
府

の
下
で
一
九
六
二
年
に
定
期
的
な
テ
レ
ビ
放
送
が
開
始
さ
れ
る
。

 

本
書
の
第
二
章
で
は
、
テ
レ
ビ
放
送
を
自
ら
の
政
権
の
正
当

性
の
主
張
に
積
極
的
に
利
用
し
よ
う
と
し
た
朴
正
煕
政
権
期

（
一
九
六
三
〜
七
九
年
）
に
お
け
る
「8.15

」
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
シ
リ
ー
ズ
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
章
の
タ
イ
ト
ル

は
一
九
六
〇
年
代
か
ら
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

が
、
本
章
で
分
析
の
対
象
に
し
て
い
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
は

一
九
七
七
年
八
月
一
三
日
に
放
送
さ
れ
た
「8.15

特
輯
」
四
部

作
シ
リ
ー
ズ
の
第
三
部
『
光
復
の
歓
喜
』
の
み
で
あ
る
。 

こ
う
し
た
選
定
に
な
っ
た
の
に
は
、
い
く
つ
か
の
理
由
が
あ

る
。
ま
ず
、
韓
国
社
会
の
テ
レ
ビ
普
及
率
やKBS

の
ア
ー
カ
イ

ブ
状
況
と
い
っ
た
環
境
的
な
要
因
が
挙
げ
ら
れ
る
。
韓
国
で
定

期
的
な
テ
レ
ビ
放
送
が
開
始
さ
れ
た
一
九
六
二
年
か
ら
す
で
に

「8.15

特
輯
」
が
確
認
で
き
る
が
、
そ
も
そ
も
映
像
が
残
っ
て

お
ら
ず
、ま
た
テ
レ
ビ
受
信
機
も
と
て
も
高
価
で
あ
っ
た
た
め
、

視
聴
者
も
一
部
の
富
裕
層
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
著
者
に
よ
れ

ば
、テ
レ
ビ
受
信
機
の
世
帯
普
及
率
が
過
半
数
を
越
え
た
の
は
、

経
済
的
に
あ
る
程
度
の
成
長
を
遂
げ
た
一
九
七
七
年
で
あ
り
、

同
年
に
放
送
さ
れ
た
『
光
復
の
歓
喜
』
は
「
タ
イ
ト
ル
」
や
「
放

送
日
」、「
制
作
者
」
が
確
認
で
き
る
現
存
の
最
も
古
い
映
像
で

あ
る
と
い
う
。
ま
た
、『
光
復
の
歓
喜
』
は
一
九
四
五
か
ら
一
九

七
七
ま
で
の
時
期
を
扱
っ
て
お
り
、
本
章
の
歴
史
の
射
程
に
も

符
合
し
て
い
た
こ
と
を
著
者
は
選
定
の
理
由
と
し
て
挙
げ
て
い

る
。 で

は
、
同
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
具
体
的
な
言
説
の
内
容
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
い
か
な
る
韓
国
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
の
実
践
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

著
者
は
『
光
復
の
歓
喜
』
が
視
覚
メ
タ
フ
ァ
ー
よ
り
も
聴
覚

メ
タ
フ
ァ
ー
、
す
な
わ
ち
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
語
り
を
よ
り
重
視

す
る
典
型
的
な
「
解
説
的
」
手
法
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
あ

っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
語
り
を
「
プ
ロ

ロ
ー
グ
」
と
「
エ
ピ
ロ
ー
グ
」、
そ
し
て
「
本
題
」
に
分
け
て
分

析
を
行
っ
た
。
制
作
者
の
意
図
が
最
も
よ
く
表
れ
る
「
プ
ロ
ロ

ー
グ
」
と
「
エ
ピ
ロ
ー
グ
」
で
は
「
民
族
」
や
「
統
一
」、「
新

時
代
」
や
「
新
起
源
」
と
い
っ
た
「
新
（
し
い
）」
が
強
調
さ
れ
、

「
本
題
」
で
は
、
北
朝
鮮
と
の
対
立
を
明
確
に
描
く
こ
と
で
「
反

共
」
＝
「
反
・
北
朝
鮮
」
＝
「
現
体
制
の
維
持
」
と
い
う
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
が
構
築
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、「
本
題
」
の
ス
ト
ー
リ

展
開
に
お
い
て
日
本
帝
国
に
よ
る
植
民
地
時
代
の
回
想
の
尺
は

僅
か
で
あ
る
一
方
、
李
承
晩
大
統
領
の
日
本
訪
問
を
歓
迎
す
る

人
々
の
様
子
が
や
や
唐
突
に
挿
入
さ
れ
た
こ
と
か
ら
同
作
品
が

「
親
日
」
的
で
も
あ
っ
た
と
著
者
は
指
摘
す
る
。
つ
ま
り
、「
親

日
」
と
「
反
共
」
の
理
念
を
国
民
動
員
の
手
段
と
し
て
利
用
し

た
一
九
四
八
体
制
の
文
脈
が
、
六
三
年
体
制
に
お
い
て
も
「
祖

国
統
一
」
と
い
う
「
新
し
い
動
員
」
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
中

で
継
承
さ
れ
、
国
家
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
装
置
と
し
て
始
ま
っ

た
初
期
の
「8.15

」
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
シ
リ
ー
ズ
に
そ
の
連

続
性
が
見
て
取
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。 

 

第
三
章 

激
動
の
時
代
と
「
移
民
韓
国
人
」（1980

年
代
） 

 

と
は
い
え
、「8.15

」
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
シ
リ
ー
ズ
が
必
ず

し
も
「
反
日
」
と
「
親
日
」、「
反
共
」
と
「
親
共
」
の
み
を
主

要
な
言
説
と
し
て
扱
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
一
九
八
〇
年

代
に
な
る
と
、
そ
れ
ま
で
の
「
反
日
」
や
「
親
日
」、「
反
共
」

や
「
親
共
」
の
言
説
よ
り
も
、
別
の
文
脈
に
焦
点
を
合
わ
せ
る

ド
キ
ュ
メ
ン
リ
ー
の
制
作
が
試
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

こ
の
章
で
著
者
は
、
そ
う
し
た
異
な
っ
た
試
み
を
示
し
た
代

表
的
な
作
品
と
し
て
一
九
八
二
年
八
月
八
日
か
ら
二
週
間
に
か

け
て
放
送
さ
れ
た
八
部
作
『
移
民
韓
国
人
、
こ
の
よ
う
に
成
功

し
た
』
を
挙
げ
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
オ
ー
ル
海
外
ロ
ケ
で
制

作
さ
れ
、
当
時
と
し
て
は
「
破
格
的
」
な
制
作
費
を
か
け
た
同

シ
リ
ー
ズ
に
お
い
て
、
従
来
の
「
反
日
」
と
「
親
日
」、「
反
共
」
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よ
う
に
な
っ
た
。 

こ
の
章
で
著
者
は
、
そ
う
し
た
異
な
っ
た
試
み
を
示
し
た
代

表
的
な
作
品
と
し
て
一
九
八
二
年
八
月
八
日
か
ら
二
週
間
に
か

け
て
放
送
さ
れ
た
八
部
作
『
移
民
韓
国
人
、
こ
の
よ
う
に
成
功

し
た
』
を
挙
げ
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
オ
ー
ル
海
外
ロ
ケ
で
制

作
さ
れ
、
当
時
と
し
て
は
「
破
格
的
」
な
制
作
費
を
か
け
た
同

シ
リ
ー
ズ
に
お
い
て
、
従
来
の
「
反
日
」
と
「
親
日
」、「
反
共
」
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と
「
親
共
」
の
言
説
は
全
く
見
当
た
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。 

で
は
、
破
格
的
な
制
作
費
用
を
投
資
し
て
空
前
絶
後
の
八
部

作
と
し
て
制
作
さ
れ
た
同
シ
リ
ー
ズ
は
何
を
語
ろ
う
と
し
た
の

だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
ま
さ
に
「
韓
国
人
論
」
で
あ
っ
た
。
同
シ

リ
ー
ズ
は
近
代
化
只
中
の
一
九
六
〇
年
代
に
政
府
の
移
民
奨
励

政
策
に
よ
っ
て
南
米
に
渡
っ
た
初
期
移
民
世
代
の
逆
境
と
成
功

の
物
語
と
し
て
作
ら
れ
、そ
の
中
で「
韓
国
人
と
し
て
の
矜
持
」

が
彼
ら
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
描
か
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
帝
国

／
日
本
」
や
「
共
産
主
義
／
北
朝
鮮
」
と
い
っ
た
「
他
者
」
で

は
な
く
、「
韓
国
人
」
と
い
う
「
自
己
」
を
他
者
化
し
つ
つ
、
ナ

シ
ョ
ナ
ル
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
表
象
づ
く
り
に
取
り
組
ん

だ
と
著
者
は
評
価
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
言
説
は
、
相

変
わ
ら
ず
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
「
動
員
」
に

つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
ま
な
ざ
し
が
ネ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
の
自
己
を
他
者
化
す
る
省
察
的
な
も
の
で
あ
る
と
い

う
点
は
注
目
に
値
す
る
と
い
う
。 

こ
の
よ
う
な
言
説
の
転
換
が
行
わ
れ
た
背
景
を
著
者
は
第
一

に
朴
正
煕
独
裁
政
権
の
急
な
終
焉
に
求
め
る
。
長
年
続
い
た
独

裁
政
権
が
朴
正
煕
の
暗
殺
に
よ
っ
て
一
九
七
九
年
に
急
な
終
わ

り
を
告
げ
た
こ
と
で
、
既
存
の
体
制
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
か
ら
脱

皮
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
制
作
者
側
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
い
う
の
で
あ
る
。
一
九
八
八
年
に
ソ
ウ
ル
五
輪
の
開
催
が
予

定
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
韓
国
社
会
の
目
が
外
に
向
か
っ
て
い
た

こ
と
や
、
一
九
八
〇
年
の
「
言
論
統
廃
合
」
に
よ
っ
てKBS

を
中
心
と
し
た
放
送
改
編
が
行
わ
れ
、KBS

の
規
模
が
大
き
く

な
っ
た
こ
と
な
ど
も
背
景
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
。 

 

第
四
章 

他
者
性
と
し
て
の
「
中
産
階
層
」 

  

「
韓
国
」
や
「
韓
国
人
」
を
テ
ー
マ
に
据
え
る
「8.15

」
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
は
一
九
八
二
年
の
『
移
民
韓
国
人
、
こ
の
よ

う
に
成
功
し
た
』
以
降
も
比
較
的
に
頻
繁
に
制
作
が
続
い
た
。

韓
国
社
会
は
一
九
八
〇
年
代
に
経
済
的
な
成
長
の
み
な
ら
ず
、

五
・
一
八
光
州
抗
争
（
一
九
八
〇
年
）
や
六
月
抗
争
（
一
九
八

七
年
）
と
い
っ
た
民
主
化
運
動
が
行
わ
れ
、
政
治
的
に
も
大
き

な
変
化
の
境
目
に
あ
っ
た
。
著
者
は
、『
移
民
韓
国
人
、
こ
の
よ

う
に
成
功
し
た
』
以
降
に
制
作
さ
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で

あ
る
『
韓
国
人
の
一
日
』（
一
九
八
七
年
八
月
一
二
日
放
送
）
に

お
い
て
も
「
韓
国
人
」
や
「
国
内
」
へ
の
ま
な
ざ
し
が
見
て
取

れ
る
一
方
で
、
民
主
化
運
動
の
影
響
を
汲
む
形
で
の
「
中
産
階

層
」
へ
の
ま
な
ざ
し
が
表
象
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
指

摘
す
る
。 

 

『
韓
国
人
の
一
日
』
は
、
多
様
な
「
中
産
階
層
」
の
人
々
の

生
活
に
密
着
し
、
そ
の
一
日
を
映
像
と
し
て
紡
ぐ
形
で
制
作
さ

れ
た
。
た
だ
、
番
組
の
主
人
公
は
、
そ
の
生
活
を
営
む
彼
ら
で

は
な
く
、
制
作
者
の
質
問
に
回
答
す
る
ソ
ウ
ル
大
学
の
ハ
ン
・

サ
ン
ジ
ン
教
授
で
あ
る
。
約
五
〇
分
の
尺
の
内
、
ハ
ン
教
授
に

は
一
三
分
三
二
秒
が
当
て
ら
れ
、
彼
の
「
中
産
階
級
」
に
対
す

る
解
説
が
番
組
の
テ
ー
マ
を
鮮
や
か
に
表
す
よ
う
に
制
作
さ
れ

て
い
た
。 

 

ハ
ン
教
授
は
、「
中
産
階
層
」
を
単
な
る
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
と
し

て
で
は
な
く
、「
中
産
階
層
」
＝
「
熱
心
」
＝
「
推
進
力
」
＝
「
進

歩
的
」
＝
「
開
化
」
＝
「
社
会
問
題
監
視
」
＝
「
批
判
的
な
意

見
」
＝
「
参
与
意
向
」
＝
「
改
革
志
向
的
」
＝
「
共
感
」
と
い

う
等
式
で
捉
え
て
い
る
と
著
者
は
指
摘
す
る
。
つ
ま
り
、『
韓
国

人
の
一
日
』
に
お
け
る
「
韓
国
人
」
と
は
、「
上
か
ら
」
の
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
に
従
順
な
人
々
で
は
な
く
、
世
論
を
リ
ー
ド
し
、
批

判
的
で
能
動
的
に
実
践
す
る
「
中
産
階
層
」
と
し
て
描
か
れ
た

と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
こ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
が
六
月
抗
争
の
二
ヶ
月
後
に
放
送
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
わ

か
る
よ
う
に
、
民
主
化
運
動
と
、
そ
の
運
動
に
お
い
て
「
中
産

階
層
」の
人
々
が
果
た
し
た
役
割
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
っ
た
。

 

た
だ
、
こ
う
し
た
番
組
の
内
容
は
、
最
初
か
ら
企
画
さ
れ
て

い
た
と
い
う
よ
り
も
、
著
者
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
制
作
過
程

に
お
け
る
ハ
ン
教
授
と
の
や
り
取
り
が
大
い
に
影
響
し
て
い
る

と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
朴
正
煕
死
後
に
政
権
を
取
っ
た
全
斗
煥

は
、
言
論
へ
の
統
制
が
厳
し
く
、
当
時
の
公
共
放
送
局
が
「
民

主
化
運
動
」
＝
「
六
月
抗
争
」
の
成
功
物
語
を
ス
ト
レ
ー
ト
に

語
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。
著
者
は
、
こ
う
し
た
既
存
の
「8.15

」

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
シ
リ
ー
ズ
の
テ
ー
マ
の
枠
か
ら
ず
れ
た
テ

ク
ス
ト
の
存
在
を
指
し
、「
そ
れ
ぞ
れ
に
独
立
し
て
溶
け
合
う
こ

と
の
な
い
多
数
の
声
や
意
識
」
に
着
目
し
た
バ
フ
チ
ン
の
「
対
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と
「
親
共
」
の
言
説
は
全
く
見
当
た
ら
な
か
っ
た
と
い
う
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で
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の
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部
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と
し
て
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は
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を
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と
し
た
の
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に
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の
中
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と
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て
の
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が
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の
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タ
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た
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わ
ゆ
る
「
帝
国

／
日
本
」
や
「
共
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主
義
／
北
朝
鮮
」
と
い
っ
た
「
他
者
」
で

は
な
く
、「
韓
国
人
」
と
い
う
「
自
己
」
を
他
者
化
し
つ
つ
、
ナ

シ
ョ
ナ
ル
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
表
象
づ
く
り
に
取
り
組
ん

だ
と
著
者
は
評
価
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
言
説
は
、
相

変
わ
ら
ず
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
「
動
員
」
に

つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
ま
な
ざ
し
が
ネ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
の
自
己
を
他
者
化
す
る
省
察
的
な
も
の
で
あ
る
と
い

う
点
は
注
目
に
値
す
る
と
い
う
。 

こ
の
よ
う
な
言
説
の
転
換
が
行
わ
れ
た
背
景
を
著
者
は
第
一

に
朴
正
煕
独
裁
政
権
の
急
な
終
焉
に
求
め
る
。
長
年
続
い
た
独

裁
政
権
が
朴
正
煕
の
暗
殺
に
よ
っ
て
一
九
七
九
年
に
急
な
終
わ

り
を
告
げ
た
こ
と
で
、
既
存
の
体
制
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
か
ら
脱

皮
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
制
作
者
側
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
い
う
の
で
あ
る
。
一
九
八
八
年
に
ソ
ウ
ル
五
輪
の
開
催
が
予

定
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
韓
国
社
会
の
目
が
外
に
向
か
っ
て
い
た

こ
と
や
、
一
九
八
〇
年
の
「
言
論
統
廃
合
」
に
よ
っ
てKBS

を
中
心
と
し
た
放
送
改
編
が
行
わ
れ
、KBS

の
規
模
が
大
き
く

な
っ
た
こ
と
な
ど
も
背
景
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
。 

 

第
四
章 

他
者
性
と
し
て
の
「
中
産
階
層
」 

  

「
韓
国
」
や
「
韓
国
人
」
を
テ
ー
マ
に
据
え
る
「8.15

」
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
は
一
九
八
二
年
の
『
移
民
韓
国
人
、
こ
の
よ

う
に
成
功
し
た
』
以
降
も
比
較
的
に
頻
繁
に
制
作
が
続
い
た
。

韓
国
社
会
は
一
九
八
〇
年
代
に
経
済
的
な
成
長
の
み
な
ら
ず
、

五
・
一
八
光
州
抗
争
（
一
九
八
〇
年
）
や
六
月
抗
争
（
一
九
八

七
年
）
と
い
っ
た
民
主
化
運
動
が
行
わ
れ
、
政
治
的
に
も
大
き

な
変
化
の
境
目
に
あ
っ
た
。
著
者
は
、『
移
民
韓
国
人
、
こ
の
よ

う
に
成
功
し
た
』
以
降
に
制
作
さ
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で

あ
る
『
韓
国
人
の
一
日
』（
一
九
八
七
年
八
月
一
二
日
放
送
）
に

お
い
て
も
「
韓
国
人
」
や
「
国
内
」
へ
の
ま
な
ざ
し
が
見
て
取

れ
る
一
方
で
、
民
主
化
運
動
の
影
響
を
汲
む
形
で
の
「
中
産
階

層
」
へ
の
ま
な
ざ
し
が
表
象
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
指

摘
す
る
。 

 

『
韓
国
人
の
一
日
』
は
、
多
様
な
「
中
産
階
層
」
の
人
々
の

生
活
に
密
着
し
、
そ
の
一
日
を
映
像
と
し
て
紡
ぐ
形
で
制
作
さ

れ
た
。
た
だ
、
番
組
の
主
人
公
は
、
そ
の
生
活
を
営
む
彼
ら
で

は
な
く
、
制
作
者
の
質
問
に
回
答
す
る
ソ
ウ
ル
大
学
の
ハ
ン
・

サ
ン
ジ
ン
教
授
で
あ
る
。
約
五
〇
分
の
尺
の
内
、
ハ
ン
教
授
に

は
一
三
分
三
二
秒
が
当
て
ら
れ
、
彼
の
「
中
産
階
級
」
に
対
す

る
解
説
が
番
組
の
テ
ー
マ
を
鮮
や
か
に
表
す
よ
う
に
制
作
さ
れ

て
い
た
。 

 

ハ
ン
教
授
は
、「
中
産
階
層
」
を
単
な
る
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
と
し

て
で
は
な
く
、「
中
産
階
層
」
＝
「
熱
心
」
＝
「
推
進
力
」
＝
「
進

歩
的
」
＝
「
開
化
」
＝
「
社
会
問
題
監
視
」
＝
「
批
判
的
な
意

見
」
＝
「
参
与
意
向
」
＝
「
改
革
志
向
的
」
＝
「
共
感
」
と
い

う
等
式
で
捉
え
て
い
る
と
著
者
は
指
摘
す
る
。
つ
ま
り
、『
韓
国

人
の
一
日
』
に
お
け
る
「
韓
国
人
」
と
は
、「
上
か
ら
」
の
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
に
従
順
な
人
々
で
は
な
く
、
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論
を
リ
ー
ド
し
、
批

判
的
で
能
動
的
に
実
践
す
る
「
中
産
階
層
」
と
し
て
描
か
れ
た

と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
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景
に
は
、
こ
の
ド
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ュ
メ
ン
タ
リ

ー
が
六
月
抗
争
の
二
ヶ
月
後
に
放
送
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
わ

か
る
よ
う
に
、
民
主
化
運
動
と
、
そ
の
運
動
に
お
い
て
「
中
産

階
層
」の
人
々
が
果
た
し
た
役
割
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
っ
た
。

 

た
だ
、
こ
う
し
た
番
組
の
内
容
は
、
最
初
か
ら
企
画
さ
れ
て

い
た
と
い
う
よ
り
も
、
著
者
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
制
作
過
程

に
お
け
る
ハ
ン
教
授
と
の
や
り
取
り
が
大
い
に
影
響
し
て
い
る

と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
朴
正
煕
死
後
に
政
権
を
取
っ
た
全
斗
煥

は
、
言
論
へ
の
統
制
が
厳
し
く
、
当
時
の
公
共
放
送
局
が
「
民

主
化
運
動
」
＝
「
六
月
抗
争
」
の
成
功
物
語
を
ス
ト
レ
ー
ト
に

語
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。
著
者
は
、
こ
う
し
た
既
存
の
「8.15

」

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
シ
リ
ー
ズ
の
テ
ー
マ
の
枠
か
ら
ず
れ
た
テ

ク
ス
ト
の
存
在
を
指
し
、「
そ
れ
ぞ
れ
に
独
立
し
て
溶
け
合
う
こ

と
の
な
い
多
数
の
声
や
意
識
」
に
着
目
し
た
バ
フ
チ
ン
の
「
対
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話
」
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
い
か
に
こ
う
し
た
テ
キ
ス
ト
を
読
み
解

く
上
で
有
効
か
を
説
明
で
き
る
部
分
で
あ
る
と
述
べ
る
。
ま
と

め
る
な
ら
、『
韓
国
人
の
一
日
』
は
、「
普
通
」
の
韓
国
人
の
多

様
な
声
を
取
り
入
れ
る
形
で
彼
ら
の
一
日
を
構
成
す
る
だ
け
で

な
く
、
六
月
抗
争
の
原
動
力
で
あ
っ
た
韓
国
の
「
中
産
階
層
」

へ
の
疑
問
と
課
題
を
ハ
ン
教
授
の
話
を
通
し
て
回
答
す
る
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
全
国
民
的
な

変
革
へ
の
意
志
が
番
組
の
言
説
に
集
約
さ
れ「
新
・
韓
国
人
論
」

と
し
て
語
ら
れ
た
と
い
う
。 

 

ま
た
、
著
者
は
、「
新
・
韓
国
人
論
」
か
ら
「
北
」
の
意
味
が

消
え
て
い
る
と
指
摘
し
、「
新
韓
国
人
＝
南
韓
国
だ
け
の
ネ
ー
シ

ョ
ン
＝
民
主
主
義
」
と
い
う
図
式
を
「
中
産
階
層
」
を
中
心
に

描
く
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
実
践
と
し
て
同
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

を
位
置
付
け
る
。す
な
わ
ち
、番
組
で
表
象
さ
れ
て
い
た
の
は
、

従
来
の
「
民
族
」
と
し
て
の
「
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
の
概
念
で
は
な

く
、
中
産
階
層
を
中
心
と
し
た
「
民
衆
」
で
あ
り
、
ま
さ
に
「
民

主
主
義
的
過
激
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
（Dem

ocratic Radical 
Nationalism

）」
の
言
説
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。 

 

第
五
章 

「
在
日
」
へ
の
覚
醒
（
一
九
九
〇
年
代
以
降
） 

  

韓
国
社
会
が
経
済
的
に
も
政
治
的
に
も
成
熟
し
た
こ
と
や
冷

戦
の
終
結
に
よ
っ
て
「
反
日
」
や
「
反
共
」
言
説
に
も
変
化
が

訪
れ
る
。
例
え
ば
、『
朝
鮮
日
報
』
は
一
九
八
三
年
一
月
一
日
か

ら
一
年
間
、「
反
日
」
で
は
な
く
「
克
日
」
を
掲
げ
た
長
期
連
載

を
行
い
、
日
本
に
「
反
す
る
」
の
で
は
な
く
、
日
本
を
「
克
服
」

す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
。「
反
共
」
に
関
し
て
言
え
ば
、
一
九

八
九
年
に
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
崩
壊
し
、
金
大
中
政
権
（
一
九
九

八
〜
二
〇
〇
三
年
）
や
盧
武
鉉
政
権
（
二
〇
〇
三
〜
八
年
）
が

北
朝
鮮
を
訪
問
す
る
と
い
う
転
換
点
を
迎
え
て
い
た
。 

 

こ
う
し
た
こ
と
を
背
景
に
韓
国
社
会
で
は
「
在
日
」
に
対
す

る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。『
朝
鮮
日
報
』に
お
け
る「
克
日
」

の
長
期
連
載
は
、
他
で
も
な
い
三
人
の
「
在
日
」
文
筆
家
と
一

人
の
駐
日
特
派
員
が
交
代
に
記
事
を
担
当
し
た
も
の
で
あ
る
。

著
者
は
、
な
ぜ
「
在
日
」
な
の
か
に
つ
い
て
、
新
し
い
時
代
に

相
応
し
い
韓
国
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
志
向
す
る
に
あ
た
り
、

日
本
と
韓
国
の
間
に
あ
る
先
入
観
及
び
偏
見
を
避
け
る
意
図
や
、

「
克
日
」
と
い
う
言
説
を
広
め
る
た
め
に
従
来
の
記
事
と
の
差

別
化
を
図
る
必
要
性
が
背
景
に
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。 

 

他
方
、
テ
レ
ビ
で
は
『
朝
鮮
日
報
』
の
「
克
日
」
の
よ
う
な

「
敵
対
よ
り
善
隣
友
好
」
の
動
き
が
一
九
九
〇
年
代
以
降
に
数

多
く
表
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
言
説

の
変
化
に
と
も
な
い
、「8.15

」
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
に
お
い
て

も
「
在
日
」
を
中
心
的
な
テ
ー
マ
に
据
え
る
番
組
が
急
増
し
て

い
っ
た
。
一
九
九
〇
年
代
に
三
本
、
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
に
三

本
で
計
六
本
制
作
さ
れ
て
お
り
、
本
章
で
は
、
そ
の
中
か
ら
タ

イ
プ
の
異
な
る
代
表
的
な
作
品
が
二
つ
選
ば
れ
、
比
較
分
析
さ

れ
て
い
る
。「
在
日
」
を
扱
う
六
本
の
作
品
の
内
、
日
本
に
お
け

る
「
在
日
」
へ
の
「
民
族
差
別
」
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
作
品
が

五
本
、
そ
う
し
た
単
純
な
図
式
か
ら
抜
け
出
そ
う
と
試
み
た
作

品
が
一
本
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
を
代
表
す
る
作
品
と
し
て
『
ま
だ

終
わ
っ
て
い
な
い
金
の
戦
争
』（
一
九
九
五
年
八
月
一
四
放
送
）

と
『
在
日
、
悩
む
魂
』（
二
〇
〇
九
年
八
月
一
四
日
放
送
）
が
取

り
上
げ
ら
れ
た
。 

 

『
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
金
の
戦
争
』
は
、
日
本
中
を
騒
が

せ
た
金
嬉
老
事
件
を
扱
っ
た
も
の
で
あ
り
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

中
心
に
内
容
が
展
開
さ
れ
る
「
解
説
的
」
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

で
あ
る
。
金
嬉
老
事
件
と
い
う
題
材
自
体
が
既
に
象
徴
し
て
い

る
よ
う
に
、
本
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
は
金
が
経
験
し
た
不
当
な

「
民
族
差
別
」
に
焦
点
が
合
わ
さ
れ
て
い
た
。
一
方
、
二
〇
〇

〇
年
代
に
制
作
さ
れ
た
『
在
日
、
悩
む
魂
』
は
、『
ま
だ
終
わ
っ

て
い
な
い
金
の
戦
争
』
と
は
そ
の
語
り
方
や
取
材
対
象
か
ら
し

て
異
な
っ
て
い
る
。
金
嬉
老
と
は
異
な
り
、
姜
尚
中
と
い
っ
た

日
本
社
会
で
成
功
し
た
「
在
日
」
四
人
へ
の
取
材
が
番
組
の
主

要
な
内
容
で
あ
り
、
解
説
者
が
直
接
彼
ら
と
会
話
を
交
え
な
が

ら
「
在
日
」
へ
の
疑
問
を
紐
解
い
て
い
く
形
式
で
あ
っ
た
。 

 

著
者
は
、『
在
日
、
悩
む
魂
』
を
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

へ
の
覚
醒
と
し
て
評
価
す
る
。
同
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
は
、

四
人
の
異
な
る
「
在
日
」
を
登
場
さ
せ
る
こ
と
で
、「
在
日
」
と

言
っ
て
も
そ
の
内
実
が
極
め
て
複
雑
で
あ
る
こ
と
や
、「
日
本
」

も
「
韓
国
」
も
「
北
朝
鮮
」
も
自
ら
の
祖
国
で
あ
る
と
す
る
ジ

ョ
ン
・
デ
セ
の
発
言
な
ど
、「
在
日
」
＝
「
複
数
の
ア
イ
デ
ン
テ
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話
」
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
い
か
に
こ
う
し
た
テ
キ
ス
ト
を
読
み
解

く
上
で
有
効
か
を
説
明
で
き
る
部
分
で
あ
る
と
述
べ
る
。
ま
と

め
る
な
ら
、『
韓
国
人
の
一
日
』
は
、「
普
通
」
の
韓
国
人
の
多

様
な
声
を
取
り
入
れ
る
形
で
彼
ら
の
一
日
を
構
成
す
る
だ
け
で

な
く
、
六
月
抗
争
の
原
動
力
で
あ
っ
た
韓
国
の
「
中
産
階
層
」

へ
の
疑
問
と
課
題
を
ハ
ン
教
授
の
話
を
通
し
て
回
答
す
る
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
全
国
民
的
な

変
革
へ
の
意
志
が
番
組
の
言
説
に
集
約
さ
れ「
新
・
韓
国
人
論
」

と
し
て
語
ら
れ
た
と
い
う
。 

 

ま
た
、
著
者
は
、「
新
・
韓
国
人
論
」
か
ら
「
北
」
の
意
味
が

消
え
て
い
る
と
指
摘
し
、「
新
韓
国
人
＝
南
韓
国
だ
け
の
ネ
ー
シ

ョ
ン
＝
民
主
主
義
」
と
い
う
図
式
を
「
中
産
階
層
」
を
中
心
に

描
く
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
実
践
と
し
て
同
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

を
位
置
付
け
る
。す
な
わ
ち
、番
組
で
表
象
さ
れ
て
い
た
の
は
、

従
来
の
「
民
族
」
と
し
て
の
「
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
の
概
念
で
は
な

く
、
中
産
階
層
を
中
心
と
し
た
「
民
衆
」
で
あ
り
、
ま
さ
に
「
民

主
主
義
的
過
激
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
（Dem

ocratic Radical 
Nationalism

）」
の
言
説
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。 

 

第
五
章 

「
在
日
」
へ
の
覚
醒
（
一
九
九
〇
年
代
以
降
） 

  

韓
国
社
会
が
経
済
的
に
も
政
治
的
に
も
成
熟
し
た
こ
と
や
冷

戦
の
終
結
に
よ
っ
て
「
反
日
」
や
「
反
共
」
言
説
に
も
変
化
が

訪
れ
る
。
例
え
ば
、『
朝
鮮
日
報
』
は
一
九
八
三
年
一
月
一
日
か

ら
一
年
間
、「
反
日
」
で
は
な
く
「
克
日
」
を
掲
げ
た
長
期
連
載

を
行
い
、
日
本
に
「
反
す
る
」
の
で
は
な
く
、
日
本
を
「
克
服
」

す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
。「
反
共
」
に
関
し
て
言
え
ば
、
一
九

八
九
年
に
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
崩
壊
し
、
金
大
中
政
権
（
一
九
九

八
〜
二
〇
〇
三
年
）
や
盧
武
鉉
政
権
（
二
〇
〇
三
〜
八
年
）
が

北
朝
鮮
を
訪
問
す
る
と
い
う
転
換
点
を
迎
え
て
い
た
。 

 

こ
う
し
た
こ
と
を
背
景
に
韓
国
社
会
で
は
「
在
日
」
に
対
す

る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。『
朝
鮮
日
報
』に
お
け
る「
克
日
」

の
長
期
連
載
は
、
他
で
も
な
い
三
人
の
「
在
日
」
文
筆
家
と
一

人
の
駐
日
特
派
員
が
交
代
に
記
事
を
担
当
し
た
も
の
で
あ
る
。

著
者
は
、
な
ぜ
「
在
日
」
な
の
か
に
つ
い
て
、
新
し
い
時
代
に

相
応
し
い
韓
国
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
志
向
す
る
に
あ
た
り
、

日
本
と
韓
国
の
間
に
あ
る
先
入
観
及
び
偏
見
を
避
け
る
意
図
や
、

「
克
日
」
と
い
う
言
説
を
広
め
る
た
め
に
従
来
の
記
事
と
の
差

別
化
を
図
る
必
要
性
が
背
景
に
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。 

 

他
方
、
テ
レ
ビ
で
は
『
朝
鮮
日
報
』
の
「
克
日
」
の
よ
う
な

「
敵
対
よ
り
善
隣
友
好
」
の
動
き
が
一
九
九
〇
年
代
以
降
に
数

多
く
表
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
言
説

の
変
化
に
と
も
な
い
、「8.15
」
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
に
お
い
て

も
「
在
日
」
を
中
心
的
な
テ
ー
マ
に
据
え
る
番
組
が
急
増
し
て

い
っ
た
。
一
九
九
〇
年
代
に
三
本
、
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
に
三

本
で
計
六
本
制
作
さ
れ
て
お
り
、
本
章
で
は
、
そ
の
中
か
ら
タ

イ
プ
の
異
な
る
代
表
的
な
作
品
が
二
つ
選
ば
れ
、
比
較
分
析
さ

れ
て
い
る
。「
在
日
」
を
扱
う
六
本
の
作
品
の
内
、
日
本
に
お
け

る
「
在
日
」
へ
の
「
民
族
差
別
」
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
作
品
が

五
本
、
そ
う
し
た
単
純
な
図
式
か
ら
抜
け
出
そ
う
と
試
み
た
作

品
が
一
本
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
を
代
表
す
る
作
品
と
し
て
『
ま
だ

終
わ
っ
て
い
な
い
金
の
戦
争
』（
一
九
九
五
年
八
月
一
四
放
送
）

と
『
在
日
、
悩
む
魂
』（
二
〇
〇
九
年
八
月
一
四
日
放
送
）
が
取

り
上
げ
ら
れ
た
。 

 

『
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
金
の
戦
争
』
は
、
日
本
中
を
騒
が

せ
た
金
嬉
老
事
件
を
扱
っ
た
も
の
で
あ
り
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

中
心
に
内
容
が
展
開
さ
れ
る
「
解
説
的
」
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

で
あ
る
。
金
嬉
老
事
件
と
い
う
題
材
自
体
が
既
に
象
徴
し
て
い

る
よ
う
に
、
本
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
は
金
が
経
験
し
た
不
当
な

「
民
族
差
別
」
に
焦
点
が
合
わ
さ
れ
て
い
た
。
一
方
、
二
〇
〇

〇
年
代
に
制
作
さ
れ
た
『
在
日
、
悩
む
魂
』
は
、『
ま
だ
終
わ
っ

て
い
な
い
金
の
戦
争
』
と
は
そ
の
語
り
方
や
取
材
対
象
か
ら
し

て
異
な
っ
て
い
る
。
金
嬉
老
と
は
異
な
り
、
姜
尚
中
と
い
っ
た

日
本
社
会
で
成
功
し
た
「
在
日
」
四
人
へ
の
取
材
が
番
組
の
主

要
な
内
容
で
あ
り
、
解
説
者
が
直
接
彼
ら
と
会
話
を
交
え
な
が

ら
「
在
日
」
へ
の
疑
問
を
紐
解
い
て
い
く
形
式
で
あ
っ
た
。 

 

著
者
は
、『
在
日
、
悩
む
魂
』
を
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

へ
の
覚
醒
と
し
て
評
価
す
る
。
同
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
は
、

四
人
の
異
な
る
「
在
日
」
を
登
場
さ
せ
る
こ
と
で
、「
在
日
」
と

言
っ
て
も
そ
の
内
実
が
極
め
て
複
雑
で
あ
る
こ
と
や
、「
日
本
」

も
「
韓
国
」
も
「
北
朝
鮮
」
も
自
ら
の
祖
国
で
あ
る
と
す
る
ジ

ョ
ン
・
デ
セ
の
発
言
な
ど
、「
在
日
」
＝
「
複
数
の
ア
イ
デ
ン
テ
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ィ
テ
ィ
」
＝
「
共
存
」
の
問
題
と
し
て
こ
の
テ
ー
マ
を
捉
え
直

す
。「
反
日
」
と
「
反
共
」
に
回
収
さ
れ
な
い
民
族
主
義
や
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
中
の
多
様
性
へ
の
理
解
が
同
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
か
ら
見
て
取
れ
、
こ
の
よ
う
な
模
索
は
、
韓
国
人
が
「
韓
国

人
と
は
何
か
」
を
省
察
す
る
こ
と
と
つ
な
が
っ
て
お
り
、
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
視
野
を
よ
り
広
げ
る
役
割
を
果
た
す
と
い
う
。 

 

第
六
章 

過
去
・
現
在
・
未
来
：「
戦
争
」
と
被
害
者
（2010 

年
代
以
降
） 

  

一
九
九
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
に
か
け
て
日
韓
や
南
北

関
係
は
多
く
の
進
展
が
見
ら
れ
た
。
と
り
わ
け
、
金
大
中
政
権

に
お
け
る
日
本
の
大
衆
文
化
解
放
や
、
戦
後
初
め
て
の
大
統
領

の
北
朝
鮮
訪
問
な
ど
は
特
筆
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
二
〇

〇
〇
年
代
後
半
以
降
、
李
明
博
や
、「
反
共
」
と
「
開
発
動
員
」

を
推
し
進
め
て
き
た
朴
正
煕
大
統
領
の
長
女
で
あ
る
朴
槿
恵
が

大
統
領
に
就
任
す
る
な
ど
、
韓
国
で
は
再
び
保
守
派
の
政
権
が

誕
生
し
た
。
ち
ょ
う
ど
同
じ
時
期
に
日
本
で
も
安
倍
晋
三
が
内

閣
総
理
大
臣
に
就
任
、
冷
戦
終
焉
や
和
解
ム
ー
ド
の
中
で
抑
え

ら
れ
て
い
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
煽
る
行
為
や
言
説
が
再
び
復

活
し
て
い
く
。 

で
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
以
降
、「
反
日
」
や
「
反
共
」、

特
に
「
反
日
」
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
こ
う
し
た
情
勢
は
ど
の
よ

う
に
反
映
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。「
反
日
」
は
従
来
の
ま
ま
に
復

活
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
書
の
第
六
章
で
は
、
こ
の
問
い
に
答

え
る
べ
く
、二
〇
一
四
年
八
月
一
日
か
ら 

二
二
日
に
か
け
て
放

送
さ
れ
た
四
部
作
シ
リ
ー
ズ
『
戦
後
と
日
本
』
が
そ
の
第
四
部

『
忘
却
す
る
国 

贖
罪
す
る
国
』を
中
心
に
分
析
さ
れ
て
い
る
。 

『
忘
却
す
る
国 

贖
罪
す
る
国
』
は
、
日
本
と
ド
イ
ツ
の
戦

後
処
理
を
め
ぐ
る「
差
異
」に
つ
い
て
検
証
す
る
番
組
で
あ
る
。

と
は
言
え
、
以
前
の
時
代
の
よ
う
に
、「
解
説
的
」
に
内
容
を
展

開
す
る
の
で
は
な
く
、
制
作
側
が
「
疑
問
」
を
投
げ
か
け
、
そ

れ
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
過
去
の
映
像
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

説
明
を
通
し
て
「
答
え
」
て
い
く
「
対
話
」
の
形
式
を
取
っ
て

い
る
。
ま
た
、
番
組
の
内
容
も
、
ド
イ
ツ
は
善
、
日
本
は
悪
と

い
う
一
方
的
な
二
元
論
で
は
な
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
過
去
「
清

算
」
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
ド
イ
ツ
で
す
ら
、
最
初

は
過
去
を
忘
却
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
描
か
れ
、
戦
後
処

理
を
め
ぐ
る
出
発
点
は
同
じ
で
あ
っ
た
は
ず
の
日
本
と
ド
イ
ツ

の
間
に
結
果
的
に
現
時
点
で
の
「
差
異
」
が
生
じ
た
の
は
な
ぜ

か
と
い
う
本
質
的
な
質
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
と
著
者
は
評
価

す
る
。 

著
者
に
よ
れ
ば
、
番
組
で
は
、
ド
イ
ツ
と
日
本
と
の
「
差
異
」

の
本
質
と
し
て
、戦
犯
処
罰
や
補
償
の
有
無
で
は
な
く
、「
清
算
」

が
全
て
終
わ
っ
た
後
に
教
訓
を
不
滅
と
さ
せ
る
た
め
の
未
来
志

向
の
考
え
方
の
次
元
を
取
り
上
げ
て
い
た
と
い
う
。「
忘
却
す
る

国
」
＝
日
本
＝
「
反
日
」
と
い
う
等
式
で
は
な
く
、
日
本
に
よ

る
戦
後
処
理
の
必
要
性
を
主
張
す
る
も
の
の
、
そ
れ
よ
り
も
こ

の
問
題
を
ポ
ス
ト「
戦
争
」の
記
憶
の
問
題
と
し
て
捉
え
直
し
、

東
ア
ジ
ア
や
欧
米
の
戦
争
被
害
者
た
ち
ま
で
を
含
ん
だ
「
世
界

の
戦
争
被
害
者
と
し
て
の
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

し
て
構
成
し
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
著
者
は
、
こ
れ
を
「
反

日
」
や
「
反
共
」
の
言
説
の
内
実
が
重
層
的
に
な
っ
て
い
る
現

象
と
し
て
受
け
止
め
、も
は
や
韓
国
対
日
本
に
限
定
さ
れ
た「
反

日
」
で
は
な
く
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
を
射
程
に
入

れ
た
「
反
戦
争
」
に
変
化
し
て
い
る
と
結
論
づ
け
る
。 

 

 
 
 

三 

本
書
の
評
価
と
課
題 

  

本
書
は
、
韓
国
社
会
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
だ
け
で
な
く
、
東

ア
ジ
ア
に
お
け
る
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
を
考
え
る
上
で
も
極
め

て
重
要
な
八
月
一
五
日
を
め
ぐ
る
韓
国
社
会
の
メ
デ
ィ
ア
言
説

を
通
時
的
に
明
ら
か
に
し
た
労
作
で
あ
る
。
内
容
の
要
約
で
は

取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
章
ご
と
に
分
析
の
対
象
に
し
た

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
内
容
を
書
き
起
こ
し
た
も
の
が
添
付
さ

れ
て
お
り
、
一
八
〇
本
に
至
るKBS

の
「8.15

」
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
目
録
も
巻
末
に
添
付
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
資
料
と
し
て

も
貴
重
な
著
作
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。 

 

た
だ
し
、課
題
も
ま
た
多
く
残
さ
れ
て
い
る
印
象
を
受
け
る
。

こ
う
し
た
課
題
の
確
認
作
業
は
、
本
書
の
意
義
を
損
な
う
も
の

で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
今
後
の
八
月
一
五
日
を
め
ぐ
る
メ
デ
ィ

ア
言
説
の
分
析
を
よ
り
精
緻
化
し
て
い
き
、
よ
り
大
き
な
文
脈

190



ィ
テ
ィ
」
＝
「
共
存
」
の
問
題
と
し
て
こ
の
テ
ー
マ
を
捉
え
直

す
。「
反
日
」
と
「
反
共
」
に
回
収
さ
れ
な
い
民
族
主
義
や
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
中
の
多
様
性
へ
の
理
解
が
同
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
か
ら
見
て
取
れ
、
こ
の
よ
う
な
模
索
は
、
韓
国
人
が
「
韓
国

人
と
は
何
か
」
を
省
察
す
る
こ
と
と
つ
な
が
っ
て
お
り
、
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
視
野
を
よ
り
広
げ
る
役
割
を
果
た
す
と
い
う
。 

 

第
六
章 

過
去
・
現
在
・
未
来
：「
戦
争
」
と
被
害
者
（2010 

年
代
以
降
） 

  

一
九
九
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
に
か
け
て
日
韓
や
南
北

関
係
は
多
く
の
進
展
が
見
ら
れ
た
。
と
り
わ
け
、
金
大
中
政
権

に
お
け
る
日
本
の
大
衆
文
化
解
放
や
、
戦
後
初
め
て
の
大
統
領

の
北
朝
鮮
訪
問
な
ど
は
特
筆
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
二
〇

〇
〇
年
代
後
半
以
降
、
李
明
博
や
、「
反
共
」
と
「
開
発
動
員
」

を
推
し
進
め
て
き
た
朴
正
煕
大
統
領
の
長
女
で
あ
る
朴
槿
恵
が

大
統
領
に
就
任
す
る
な
ど
、
韓
国
で
は
再
び
保
守
派
の
政
権
が

誕
生
し
た
。
ち
ょ
う
ど
同
じ
時
期
に
日
本
で
も
安
倍
晋
三
が
内

閣
総
理
大
臣
に
就
任
、
冷
戦
終
焉
や
和
解
ム
ー
ド
の
中
で
抑
え

ら
れ
て
い
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
煽
る
行
為
や
言
説
が
再
び
復

活
し
て
い
く
。 

で
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
以
降
、「
反
日
」
や
「
反
共
」、

特
に
「
反
日
」
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
こ
う
し
た
情
勢
は
ど
の
よ

う
に
反
映
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。「
反
日
」
は
従
来
の
ま
ま
に
復

活
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
書
の
第
六
章
で
は
、
こ
の
問
い
に
答

え
る
べ
く
、二
〇
一
四
年
八
月
一
日
か
ら 

二
二
日
に
か
け
て
放

送
さ
れ
た
四
部
作
シ
リ
ー
ズ
『
戦
後
と
日
本
』
が
そ
の
第
四
部

『
忘
却
す
る
国 

贖
罪
す
る
国
』を
中
心
に
分
析
さ
れ
て
い
る
。 

『
忘
却
す
る
国 

贖
罪
す
る
国
』
は
、
日
本
と
ド
イ
ツ
の
戦

後
処
理
を
め
ぐ
る「
差
異
」に
つ
い
て
検
証
す
る
番
組
で
あ
る
。

と
は
言
え
、
以
前
の
時
代
の
よ
う
に
、「
解
説
的
」
に
内
容
を
展

開
す
る
の
で
は
な
く
、
制
作
側
が
「
疑
問
」
を
投
げ
か
け
、
そ

れ
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
過
去
の
映
像
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

説
明
を
通
し
て
「
答
え
」
て
い
く
「
対
話
」
の
形
式
を
取
っ
て

い
る
。
ま
た
、
番
組
の
内
容
も
、
ド
イ
ツ
は
善
、
日
本
は
悪
と

い
う
一
方
的
な
二
元
論
で
は
な
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
過
去
「
清

算
」
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
ド
イ
ツ
で
す
ら
、
最
初

は
過
去
を
忘
却
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
描
か
れ
、
戦
後
処

理
を
め
ぐ
る
出
発
点
は
同
じ
で
あ
っ
た
は
ず
の
日
本
と
ド
イ
ツ

の
間
に
結
果
的
に
現
時
点
で
の
「
差
異
」
が
生
じ
た
の
は
な
ぜ

か
と
い
う
本
質
的
な
質
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
と
著
者
は
評
価

す
る
。 

著
者
に
よ
れ
ば
、
番
組
で
は
、
ド
イ
ツ
と
日
本
と
の
「
差
異
」

の
本
質
と
し
て
、戦
犯
処
罰
や
補
償
の
有
無
で
は
な
く
、「
清
算
」

が
全
て
終
わ
っ
た
後
に
教
訓
を
不
滅
と
さ
せ
る
た
め
の
未
来
志

向
の
考
え
方
の
次
元
を
取
り
上
げ
て
い
た
と
い
う
。「
忘
却
す
る

国
」
＝
日
本
＝
「
反
日
」
と
い
う
等
式
で
は
な
く
、
日
本
に
よ

る
戦
後
処
理
の
必
要
性
を
主
張
す
る
も
の
の
、
そ
れ
よ
り
も
こ

の
問
題
を
ポ
ス
ト「
戦
争
」の
記
憶
の
問
題
と
し
て
捉
え
直
し
、

東
ア
ジ
ア
や
欧
米
の
戦
争
被
害
者
た
ち
ま
で
を
含
ん
だ
「
世
界

の
戦
争
被
害
者
と
し
て
の
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

し
て
構
成
し
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
著
者
は
、
こ
れ
を
「
反

日
」
や
「
反
共
」
の
言
説
の
内
実
が
重
層
的
に
な
っ
て
い
る
現

象
と
し
て
受
け
止
め
、も
は
や
韓
国
対
日
本
に
限
定
さ
れ
た「
反

日
」
で
は
な
く
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
を
射
程
に
入

れ
た
「
反
戦
争
」
に
変
化
し
て
い
る
と
結
論
づ
け
る
。 

 

 
 
 

三 

本
書
の
評
価
と
課
題 

  

本
書
は
、
韓
国
社
会
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
だ
け
で
な
く
、
東

ア
ジ
ア
に
お
け
る
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
を
考
え
る
上
で
も
極
め

て
重
要
な
八
月
一
五
日
を
め
ぐ
る
韓
国
社
会
の
メ
デ
ィ
ア
言
説

を
通
時
的
に
明
ら
か
に
し
た
労
作
で
あ
る
。
内
容
の
要
約
で
は

取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
章
ご
と
に
分
析
の
対
象
に
し
た

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
内
容
を
書
き
起
こ
し
た
も
の
が
添
付
さ

れ
て
お
り
、
一
八
〇
本
に
至
るKBS

の
「8.15

」
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
目
録
も
巻
末
に
添
付
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
資
料
と
し
て

も
貴
重
な
著
作
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。 

 
た
だ
し
、課
題
も
ま
た
多
く
残
さ
れ
て
い
る
印
象
を
受
け
る
。

こ
う
し
た
課
題
の
確
認
作
業
は
、
本
書
の
意
義
を
損
な
う
も
の

で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
今
後
の
八
月
一
五
日
を
め
ぐ
る
メ
デ
ィ

ア
言
説
の
分
析
を
よ
り
精
緻
化
し
て
い
き
、
よ
り
大
き
な
文
脈
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で
考
え
る
た
め
の
道
筋
を
検
討
す
る
作
業
で
あ
り
、
そ
の
出
発

点
と
な
る
本
書
の
意
義
は
よ
り
高
ま
る
で
あ
ろ
う
。
以
下
、
述

べ
て
い
き
た
い
。 

 

ま
ず
、
著
者
も
課
題
と
し
て
述
べ
て
い
る
こ
と
だ
が
、「8.15

」

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
シ
リ
ー
ズ
に
対
す
る
分
析
の
視
点
が
日
韓

や
南
北
関
係
の
み
に
向
け
ら
れ
て
い
る
印
象
を
受
け
る
。
一
八

〇
本
も
あ
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
中
で
、
植
民
地
支
配
を
経

験
し
た
他
の
地
域
、
例
え
ば
、
著
者
も
挙
げ
て
い
る
東
南
ア
ジ

ア
や
中
国
に
加
え
、
台
湾
や
ロ
シ
ア
へ
の
ま
な
ざ
し
は
存
在
し

な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
特
に
、
本
書
で
も
重
要
な
論
点
と
し

て
論
じ
ら
れ
て
い
る
「
他
者
性
」
を
論
じ
る
の
で
あ
れ
ば
、
多

数
の
在
外
同
胞
が
滞
在
し
て
い
る
サ
ハ
リ
ン
や
、
同
じ
く
「
光

復
節
」
と
い
う
名
称
を
使
う
台
湾
へ
の
ま
な
ざ
し
は
重
要
な
検

討
課
題
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
本
書
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

に
い
く
ら
代
表
性
が
あ
る
と
は
言
え
、
一
〇
年
か
ら
二
〇
年
単

位
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
実
践
を
一
、
二
本
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
の
み
で
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
や
や
難
し
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
著
者
は
一
八
〇
本
に
至
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の

分
析
の
末
に
、
最
も
代
表
的
な
作
品
を
選
ん
で
い
る
と
思
わ
れ

る
が
、
時
代
を
狭
め
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
の
全
体
像
を
よ
り
詳
細
に
示
し
て
欲
し
か
っ
た
。 

 

次
に
、
概
念
に
関
し
て
だ
が
、
本
書
で
頻
繁
に
使
わ
れ
る
「
反

日
」
や
「
親
日
」、「
反
共
」
や
「
親
共
」、「
克
日
」
や
「
知
日
」

の
定
義
に
つ
い
て
よ
り
厳
密
に
示
す
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
著
者
も
概
念
で
は
な
く
、
あ
く
ま

で
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
実
践
に
注
目
す
る
と
釘
を
打
っ
て
い
る

た
め
、
な
い
も
の
ね
だ
り
に
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
た

だ
し
、
で
あ
る
の
な
ら
、
せ
め
て
ど
の
よ
う
な
実
践
が
そ
れ
ら

の
言
葉
に
該
当
す
る
の
か
を
よ
り
詳
細
に
示
し
て
も
よ
か
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
所
々
に
そ
れ
を
判
断
す
る
材
料
は
あ

る
が
、
そ
の
言
葉
使
い
で
妥
当
か
ど
う
か
判
断
に
迷
う
箇
所
が

あ
っ
た
。例
え
ば
、第
二
章
の
李
承
晩
の
訪
日
を
歓
迎
す
る
人
々

の
場
面
が
「
親
日
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
場
合

の
「
親
日
」
と
は
、
植
民
地
支
配
下
の
「
親
日
」
や
、
現
代
に

お
け
る
「
親
日
」
の
用
法
と
は
乖
離
が
あ
る
。
用
法
に
乖
離
が

あ
る
と
い
う
こ
と
自
体
が
問
題
と
い
う
よ
り
も
、「
親
日
」
と
い

う
言
葉
を
使
う
時
に
、
そ
の
言
葉
に
内
在
さ
れ
た
ま
な
ざ
し
の

内
実
が
だ
い
ぶ
異
な
る
こ
と
が
問
題
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
実
践
と
し
て
明
確
に
示
す
こ
と
が
必
要
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
で
あ
る
。 

 

最
後
に
、
本
書
が
韓
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
一
端
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
が
、「8.15

」
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
を
扱
う
こ
と
が
従
来
の
八
月
一
五
日
を
め
ぐ
る
研
究
に
ど

の
よ
う
な
示
唆
が
あ
る
の
か
も
合
わ
せ
て
示
し
て
欲
し
か
っ
た
。

こ
の
問
題
は
、
新
し
い
方
法
論
と
し
て
著
者
が
取
り
入
れ
よ
う

と
す
る
バ
フ
チ
ン
の
「
対
話
」
と
い
う
視
座
の
有
効
性
を
示
す

上
で
も
重
要
な
は
ず
で
あ
る
。
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と
い
う
映

像
媒
体
は
、
基
本
制
作
者
の
意
図
に
し
た
が
っ
て
作
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
が
、
取
材
対
象
の
影
響
を
強
く
受
け
や
す
い
表
現
方

式
で
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
第
四
章
で
指
摘
さ
れ
た
ハ
ン
教
授

の
番
組
制
作
へ
の
影
響
は
良
い
事
例
で
あ
ろ
う
。企
画
意
図
や
、

取
材
対
象
者
の
多
様
な
声
が
入
り
混
じ
り
、
意
図
し
な
い
コ
ン

テ
ク
ス
ト
を
作
り
出
す
と
い
う
こ
の
所
作
は
ま
さ
に
「
対
話
」

そ
の
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
映
像
媒
体
の

特
性
を
メ
デ
ィ
ア
論
的
に
展
開
し
、
そ
の
こ
と
が
従
来
の
文
学

や
新
聞
報
道
や
ド
ラ
マ
と
い
っ
た
媒
体
に
よ
る
分
析
と
は
い
か

に
異
な
る
作
業
で
あ
る
か
が
示
さ
れ
て
い
た
の
な
ら
、
本
書
の

意
義
は
も
っ
と
明
確
に
伝
わ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

同
書
の
試
み
は
、
繰
り
返
し
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
韓
国
現

代
史
だ
け
で
な
く
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル

の
問
題
を
考
え
る
上
で
も
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
そ
の
重
要
性

に
比
べ
れ
ば
、
評
者
が
指
摘
し
た
同
書
の
課
題
は
些
細
な
問
題

か
も
し
れ
な
い
。
こ
こ
で
評
者
が
述
べ
た
こ
と
が
後
続
研
究
に

つ
な
が
る
手
が
か
り
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

(

一) 

韓
国
社
会
に
お
け
る
八
月
一
五
日
は
、
日
本
の
植
民
地
支
配
か
ら
解
放
さ
れ
た
日

で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
一
九
四
八
年
に
朝
鮮
半
島
の
南
側
に
大
韓
民
国
と
い
う
独
立
国

家
が
樹
立
し
た
日
で
も
あ
る
。
大
韓
民
国
の
樹
立
が
朝
鮮
戦
争
に
よ
る
分
断
国
家
の
成

立
を
暗
示
す
る
出
来
事
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
八
月
一
五
日
と
い
う
日
付
は

日
本
に
よ
る
植
民
地
支
配
の
記
憶
の
み
な
ら
ず
、
冷
戦
構
造
と
の
関
連
も
深
い
記
念
日

で
も
あ
り
、
植
民
地
支
配
の
記
憶
に
よ
る
日
本
へ
の
反
感
や
冷
戦
構
造
の
中
で
の
日
本

と
の
協
力
関
係
の
葛
藤
や
共
存
を
描
き
出
す
上
で
大
変
重
要
な
研
究
対
象
で
あ
る
と

言
え
よ
う
。 

(

二) 

佐
藤
卓
己
『
八
月
十
五
日
の
神
話
：
終
戦
記
念
日
の
メ
デ
ィ
ア
学
〔
増
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で
考
え
る
た
め
の
道
筋
を
検
討
す
る
作
業
で
あ
り
、
そ
の
出
発

点
と
な
る
本
書
の
意
義
は
よ
り
高
ま
る
で
あ
ろ
う
。
以
下
、
述

べ
て
い
き
た
い
。 

 

ま
ず
、
著
者
も
課
題
と
し
て
述
べ
て
い
る
こ
と
だ
が
、「8.15

」

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
シ
リ
ー
ズ
に
対
す
る
分
析
の
視
点
が
日
韓

や
南
北
関
係
の
み
に
向
け
ら
れ
て
い
る
印
象
を
受
け
る
。
一
八

〇
本
も
あ
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
中
で
、
植
民
地
支
配
を
経

験
し
た
他
の
地
域
、
例
え
ば
、
著
者
も
挙
げ
て
い
る
東
南
ア
ジ

ア
や
中
国
に
加
え
、
台
湾
や
ロ
シ
ア
へ
の
ま
な
ざ
し
は
存
在
し

な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
特
に
、
本
書
で
も
重
要
な
論
点
と
し

て
論
じ
ら
れ
て
い
る
「
他
者
性
」
を
論
じ
る
の
で
あ
れ
ば
、
多

数
の
在
外
同
胞
が
滞
在
し
て
い
る
サ
ハ
リ
ン
や
、
同
じ
く
「
光

復
節
」
と
い
う
名
称
を
使
う
台
湾
へ
の
ま
な
ざ
し
は
重
要
な
検

討
課
題
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
本
書
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

に
い
く
ら
代
表
性
が
あ
る
と
は
言
え
、
一
〇
年
か
ら
二
〇
年
単

位
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
実
践
を
一
、
二
本
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
の
み
で
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
や
や
難
し
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
著
者
は
一
八
〇
本
に
至
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の

分
析
の
末
に
、
最
も
代
表
的
な
作
品
を
選
ん
で
い
る
と
思
わ
れ

る
が
、
時
代
を
狭
め
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
の
全
体
像
を
よ
り
詳
細
に
示
し
て
欲
し
か
っ
た
。 

 

次
に
、
概
念
に
関
し
て
だ
が
、
本
書
で
頻
繁
に
使
わ
れ
る
「
反

日
」
や
「
親
日
」、「
反
共
」
や
「
親
共
」、「
克
日
」
や
「
知
日
」

の
定
義
に
つ
い
て
よ
り
厳
密
に
示
す
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
著
者
も
概
念
で
は
な
く
、
あ
く
ま

で
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
実
践
に
注
目
す
る
と
釘
を
打
っ
て
い
る

た
め
、
な
い
も
の
ね
だ
り
に
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
た

だ
し
、
で
あ
る
の
な
ら
、
せ
め
て
ど
の
よ
う
な
実
践
が
そ
れ
ら

の
言
葉
に
該
当
す
る
の
か
を
よ
り
詳
細
に
示
し
て
も
よ
か
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
所
々
に
そ
れ
を
判
断
す
る
材
料
は
あ

る
が
、
そ
の
言
葉
使
い
で
妥
当
か
ど
う
か
判
断
に
迷
う
箇
所
が

あ
っ
た
。例
え
ば
、第
二
章
の
李
承
晩
の
訪
日
を
歓
迎
す
る
人
々

の
場
面
が
「
親
日
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
場
合

の
「
親
日
」
と
は
、
植
民
地
支
配
下
の
「
親
日
」
や
、
現
代
に

お
け
る
「
親
日
」
の
用
法
と
は
乖
離
が
あ
る
。
用
法
に
乖
離
が

あ
る
と
い
う
こ
と
自
体
が
問
題
と
い
う
よ
り
も
、「
親
日
」
と
い

う
言
葉
を
使
う
時
に
、
そ
の
言
葉
に
内
在
さ
れ
た
ま
な
ざ
し
の

内
実
が
だ
い
ぶ
異
な
る
こ
と
が
問
題
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
実
践
と
し
て
明
確
に
示
す
こ
と
が
必
要
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
で
あ
る
。 

 

最
後
に
、
本
書
が
韓
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
一
端
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
が
、「8.15

」
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
を
扱
う
こ
と
が
従
来
の
八
月
一
五
日
を
め
ぐ
る
研
究
に
ど

の
よ
う
な
示
唆
が
あ
る
の
か
も
合
わ
せ
て
示
し
て
欲
し
か
っ
た
。

こ
の
問
題
は
、
新
し
い
方
法
論
と
し
て
著
者
が
取
り
入
れ
よ
う

と
す
る
バ
フ
チ
ン
の
「
対
話
」
と
い
う
視
座
の
有
効
性
を
示
す

上
で
も
重
要
な
は
ず
で
あ
る
。
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と
い
う
映

像
媒
体
は
、
基
本
制
作
者
の
意
図
に
し
た
が
っ
て
作
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
が
、
取
材
対
象
の
影
響
を
強
く
受
け
や
す
い
表
現
方

式
で
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
第
四
章
で
指
摘
さ
れ
た
ハ
ン
教
授

の
番
組
制
作
へ
の
影
響
は
良
い
事
例
で
あ
ろ
う
。企
画
意
図
や
、

取
材
対
象
者
の
多
様
な
声
が
入
り
混
じ
り
、
意
図
し
な
い
コ
ン

テ
ク
ス
ト
を
作
り
出
す
と
い
う
こ
の
所
作
は
ま
さ
に
「
対
話
」

そ
の
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
映
像
媒
体
の

特
性
を
メ
デ
ィ
ア
論
的
に
展
開
し
、
そ
の
こ
と
が
従
来
の
文
学

や
新
聞
報
道
や
ド
ラ
マ
と
い
っ
た
媒
体
に
よ
る
分
析
と
は
い
か

に
異
な
る
作
業
で
あ
る
か
が
示
さ
れ
て
い
た
の
な
ら
、
本
書
の

意
義
は
も
っ
と
明
確
に
伝
わ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

同
書
の
試
み
は
、
繰
り
返
し
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
韓
国
現

代
史
だ
け
で
な
く
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル

の
問
題
を
考
え
る
上
で
も
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
そ
の
重
要
性

に
比
べ
れ
ば
、
評
者
が
指
摘
し
た
同
書
の
課
題
は
些
細
な
問
題

か
も
し
れ
な
い
。
こ
こ
で
評
者
が
述
べ
た
こ
と
が
後
続
研
究
に

つ
な
が
る
手
が
か
り
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

(

一) 

韓
国
社
会
に
お
け
る
八
月
一
五
日
は
、
日
本
の
植
民
地
支
配
か
ら
解
放
さ
れ
た
日

で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
一
九
四
八
年
に
朝
鮮
半
島
の
南
側
に
大
韓
民
国
と
い
う
独
立
国

家
が
樹
立
し
た
日
で
も
あ
る
。
大
韓
民
国
の
樹
立
が
朝
鮮
戦
争
に
よ
る
分
断
国
家
の
成

立
を
暗
示
す
る
出
来
事
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
八
月
一
五
日
と
い
う
日
付
は

日
本
に
よ
る
植
民
地
支
配
の
記
憶
の
み
な
ら
ず
、
冷
戦
構
造
と
の
関
連
も
深
い
記
念
日

で
も
あ
り
、
植
民
地
支
配
の
記
憶
に
よ
る
日
本
へ
の
反
感
や
冷
戦
構
造
の
中
で
の
日
本

と
の
協
力
関
係
の
葛
藤
や
共
存
を
描
き
出
す
上
で
大
変
重
要
な
研
究
対
象
で
あ
る
と

言
え
よ
う
。 

(

二) 

佐
藤
卓
己
『
八
月
十
五
日
の
神
話
：
終
戦
記
念
日
の
メ
デ
ィ
ア
学
〔
増
補
版
〕』
ち
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く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
一
四
、
三
三
九
頁
。 

(

三) 

少
な
い
と
は
言
え
、
八
月
一
五
日
を
め
ぐ
る
韓
国
社
会
の
メ
デ
ィ
ア
言
説
の
研
究

が
全
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
イ
・
ド
ン
フ
の
「
記
憶
の
テ
キ
ス
ト
性
：
光

復
節
特
集
ド
ラ
マ
」（『
プ
ロ
グ
ラ
ム
／
テ
キ
ス
ト
』
三
、
二
〇
〇
〇
年
、
七
一
―
一
二

二
頁
）
や
、
チ
ョ
・
ト
ン
シ
の
「
韓
国
新
聞
の
一
九
四
五
〜
二
〇
〇
五
年
光
復
節
社
説
」

（『
新
聞
と
放
送
』
九
月
号
、
二
〇
〇
五
年
、
五
六
―
六
一
頁
）
と
い
っ
た
韓
国
語
の

論
文
が
何
編
か
存
在
す
る
。
大
統
領
の
演
説
や
、
記
念
館
、
歴
史
教
科
書
な
ど
、
様
々

な
媒
体
に
お
け
る
八
月
一
五
日
言
説
を
分
析
し
た
論
文
を
ま
と
め
た
シ
ン
・
ジ
ュ
ベ
ク
、

チ
ョ
ン
・
グ
ン
シ
ク
編
の
『8

・15
の
記
憶
と
東
ア
ジ
ア
的
地
平
』（
図
書
出
版
ソ
ン

イ
ン
、
二
〇
〇
六
年
）
も
重
要
な
先
行
研
究
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
政
治
学
的
な
立
場

か
ら
の
記
憶
研
究
に
焦
点
を
合
わ
せ
れ
ば
、
韓
国
国
家
記
念
日
研
究
の
始
ま
り
と
も
言

え
る
キ
ム
・
ミ
ン
フ
ァ
ン
の
「
韓
国
の
国
家
記
念
日
成
立
に
関
す
る
研
究
」（『
韓
国
学

報
』
九
九
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
二
九
―
一
六
一
頁
）
や
、
小
林
聡
明
の
「
南
北
韓
に
お

け
る
記
憶
の
管
理
と
〈
歴
史
〉
の
創
造
：
解
放
か
ら
一
九
五
〇
年
代
ま
で
の
〈
八
・
十

五
〉
イ
ベ
ン
ト
を
中
心
に
」（『
日
本
思
想
』
一
五
、
二
〇
一
三
年
、
二
七
―
五
六
頁
）

な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
外
国
と
の
比
較
研
究
と
し
て
は
、
キ
ム
・
ヤ
ン
ス
の
「
韓
国
と

台
湾
文
化
の
中
の
「
光
復
」
の
記
憶
」（『
中
国
中
文
学
』
四
八
、
二
〇
一
一
年
、
六
七

―
九
二
頁
）
な
ど
が
あ
る
。 

中
国
に
お
け
る
「
家
族
の
個
人
化
」
の
形 

―
《
谁
在
你
家 

中
国
〝
个
体
家
庭
〟
的
选
择
》
― 

彭 

永
成 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

一 

は
じ
め
に 

  

一
九
五
〇
年
代
初
頭
の
中
国
で
行
わ
れ
た
社
会
主
義
改
革
の

中
で
、
宗
族
は
極
め
て
重
要
な
改
革
す
べ
き
対
象
と
さ
れ
た
。

た
だ
し
そ
れ
は
中
国
に
お
け
る
「
個
人
主
義
」
の
台
頭
を
意
味

す
る
わ
け
で
は
な
い
。
重
要
視
さ
れ
た
の
は
「
私
益
を
捨
て
て

公
益
を
守
る
」（
舍
小
家
为
大
家
）
と
い
う
集
団
主
義
の
価
値
観

で
あ
っ
た
。 

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
価
値
観
が
成
立
す
る
土
台
を
崩
し
て

い
く
よ
う
な
動
き
が
一
九
七
〇
年
代
後
半
か
ら
見
ら
れ
た
。
一

九
七
〇
年
代
末
期
農
村
か
ら
広
ま
っ
た
経
済
体
制
改
革
か
ら
、

一
九
九
二
年
に
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
遂
行
し
た
市
場

経
済
改
革
経
済
を
経
て
、
こ
れ
ま
で
個
人
の
努
力
や
貢
献
の
大

き
さ
に
関
係
な
く
、
全
員
同
じ
水
準
に
給
与
す
る
と
い
う
集
団

主
義
の
基
礎
が
崩
れ
始
め
た
。
個
人
に
経
済
面
に
お
け
る
自
由

と
リ
ス
ク
を
同
時
に
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
人
は
集
団
か

ら
解
放
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

こ
の
よ
う
な
中
国
社
会
の
個
人
化
に
つ
い
て
の
研
究
も
盛
ん

に
行
わ
れ
て
き
た
。
閻
雲
翔
の
『
中
国
社
会
の
個
人
化
』（The 

Individualization 
of 

Chinese 
Society,

二
〇
〇
九
）（
一
）

が
代

表
的
な
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
閻
が
一
九
九
〇
年
代
に
行
っ
た

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
調
査
デ
ー
タ
を
基
に
、
中
国
に
お
け
る

農
村
（
二
）

社
会
の
個
人
化
を
家
庭
形
態
、
伝
統
儀
礼
、
青
年
文

化
な
ど
の
側
面
か
ら
論
じ
て
い
る
。 

 

そ
れ
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
た
二
〇
〇
〇
年
代
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